
利用希望把握調査の設問構成一覧　就学前児童用
備　　考

１　子どもと家族の状況

問１ 現在のお住まい 教育・保育提供区域別のニーズ量推計のため

問２ 子どもの生年月 年齢別のニーズ量推計のため

問３ きょうだい数

★問４ 子どもの家族構成 核家族、三世帯同居等の把握

★問５ 世帯人数 生活困窮に関する実態把握のために必要な設問

問６ 回答者（お子さんとの関係）

問７ 回答者の配偶関係

問８ 子育てを主に行っている人

２　子どもの育ちをめぐる環境

問９ 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 身近に子育てをサポートしてくれる人がいるかの把握

★問10 子育てについて相談できる人・場所の有無 相談体制等の検討のための情報として　新規事業を追加

★問11 子育てに関して悩んでいること、気になること 相談体制等の検討のための情報として

３　保護者の就労状況

★問12 保護者の就労状況
ニーズ量推計のため、母親・父親の就労状況・就労意向から、保育の
必要性についての情報を得るため

★問13 世帯全員の収入 生活実態の把握、貧困指数の１要因

４　平日の定期的な教育・保育事業の利用状況

問14 定期的な教育・保育事業の利用の有無

問14－１ 利用している教育・保育事業

問14－２ 現在の／希望する利用頻度、利用時間、利用時間帯

問14－３ 問14－１に加えて利用している事業

問14－４ 問14－３の現在の／希望する利用頻度、利用時間、利用時間帯

問14－５ 教育・保育事業を利用している場所

問14－６ 教育・保育事業を利用している理由

問14－７ 教育・保育事業を利用していない理由

問15 定期的に利用したい教育・保育事業

問15－１ 教育・保育事業を選ぶ際の条件

問15－２ 第１希望の事業の利用希望日数、利用希望時間

問15－３ 追加で利用したい事業の利用希望日数、利用希望時間

問15－４ 教育・保育事業を利用したい場所

問15－５ 他の区、市等を利用したい理由

★問16 適当だと思う保育料 区の保育所利用者の経済的意識を把握

★問17 子どもの施設利用について望ましい姿 子どもの施設利用意向の把握

★問18 幼稚園の預かり保育の認知度

５　平日夜間・土曜・休日、長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望

問21 平日夜間／土曜日／休日（日曜・祝日）／年末年始の利用意向・利用希望時間帯

問22 長期休暇中の利用意向・利用希望時間帯

６　地域の子育て支援事業の利用状況

★問23 地域子育て支援事業の認知状況・利用状況・今後の利用意向
地域子育て支援事業の利用実態と利用意向を把握するため（前回の問
13）新規事業を追加

★問24 産後の母親の身体面、精神面の状況

★問25 産後の育児に関して困ったことつらかったこと

問26 地域子育て支援事業「あかちゃん天国」の利用状況・今後の利用意向

★

★

問19 ①幼稚園の預かり保育の利用意向②利用希望日数③通わせたいと思わない理由

平日夜間・土曜日等における教育・保育事業について、利用意向等を
把握するため

・「ベビーシッターの利用経験」を問う設問を削除
・「保育所に代えてベビーシッター利用のニーズがあるか」を聞く設問に変更

ベビーシッター利用支援事業を検討するための基礎調査問20 ①ベビーシッターの利用意向②ベビーシッターを利用したくない理由

※備考
虐待等防止、早期発見が目的ではなく、今後の施策に反映するために実施

量の推計等に使用しないため「親族や友人・知人にみてもらっている状況」を削除

カテゴリーごとに見出しをつけた。8,17について明確な選択肢に修正

設問を「支払っても良い」から「適当だ」に変更

選択肢を変更

①「預かり保育を利用したいか」ではなく、「保育園利用者が幼稚園に通わせたい
ニーズがあるか」を聞く設問に変更
②「預かり保育利用希望日数」を追加
③「通わせたいと思わない理由」の選択肢を変更

一覧表から選択する形式にし、設問数を減らすとともに答えやすい設問に修正

「教育及び保育」という表現を削除

前回からの修正点

量の推計等に使用しないため「末子の生年月」を削除

地域子育て支援事業の利用実態と利用意向を把握するため
産後のケア、産後うつの防止対策、虐待防止対策の体制のための情報

定期的な教育・保育事業について、利用している事業と利用量（現在
のニーズ量）、希望する利用量（今後のニーズ量）を集計するため
また、幼稚園の預かり保育関する基礎調査

平日夜間を追加

選択肢を「1,2,3」の表記から、「はい　いいえ」に変更

設　問　項　目

定期的な教育・保育事業について、利用している事業と利用量（現在
のニーズ量）、希望する利用量（今後のニーズ量）を集計するため
また、幼稚園の預かり保育関する基礎調査

定期的な教育・保育事業について、今後の利用希望事業を把握するた
め
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７　病気の際の対応

問27 病気やケガの経験の有無

問27－１ 病気やケガをした際の対処方法・日数

問27－２ 親が仕事を休んで子どもを看た際の、病児・病後児保育の利用意向の有無・日数

問27－３ 病児・病後児保育を利用したいと思わなかった理由

８　不定期の一時預かり等の利用

問28 私用等の目的で不定期に利用した事業、利用日数

問28－１ 利用していない理由

問29 ①不定期な事業利用の意向②利用したい事業③希望日数

問30 ①宿泊を伴う子どもの預け等の経験②日数

９　小学校就学後の放課後の過ごし方

問31 小学校低学年における放課後の過ごさせ方の希望、日数等

問32 平日の「学童クラブ」「プレディ」の利用希望、利用希望時間帯

問33 土曜日／長期休暇の「学童クラブ」「プレディ」の利用希望、利用希望時間帯

問34 「学童クラブ」を利用したい理由

問35 「プレディ」を利用したい理由

10　職場の両立支援制度

問36 母親・父親の育児休業取得経験、取得しなかった理由

問36－１ 母親・父親の育児休業取得後の職場復帰状況

問36－２ 母親・父親の職場復帰のタイミング

問36－３ 母親・父親の育児休業取得期間、３歳までの育児休業が可能な場合に希望する取得期間

問36－４ 母親・父親が希望よりも早く・遅く職場復帰した理由

問36－５ 母親・父親の職場復帰後の短時間勤務制度の利用状況等

問36－６ 母親・父親の１歳までの育児休業の利用意向

11　子育てに関する意識について

★問37 子育てをしていて感じること 子育てに関する意識

★問38 子育て情報の入手先

★問39 子育てに関する欲しい情報

★問40 近所や地域の人との付き合いの程度

★問41 地域の行事や組織の参加状況

★問42 子育てしやすいまちか

★問43 以前に比べて環境は良くなったか

★問44 家計の逼迫状況 生活困窮に関する実態把握

問45 子育て施策に関する意見（自由記述）

選択肢を「1,2」の表記から、「はい　いいえ」に変更

現在、育児休業中の方も対象とした。

病児・病後児保育事業についての利用実態・意向等を把握するため
量の推計等に使用しないため「親が仕事を休んで子どもを見なかった際の、仕事を休
む意向の有無・日数、休めなかった理由」を削除

・「学童クラブ」「プレディ」の希望日数と時間の設問を区別
・高学年についての設問を削除

選択肢を変更

行政に対する満足度

子育ての実態：情報の把握状況

地域社会との関わりの実態把握

放課後児童クラブについて、今後の利用意向等を把握するため

ワーク・ライフ・バランスに関連して、母親・父親の職場における両
立支援制度の状況や利用状況を把握するため

一時預かり等の利用実態・意向を把握するため
選択肢のレイアウトを変更

選択肢のレイアウトを変更

選択肢のレイアウトを変更

選択肢を追加

選択肢を変更

選択肢のレイアウトを変更



利用希望把握調査の設問構成一覧　小学校児童用
備　　考

１　子どもと家族の状況

問１ 現在のお住まい 教育・保育提供区域別のニーズ量推計のため

★問２ 子どもの学年 年齢別のニーズ量推計のため

問３ きょうだい数

★問４ 子どもの家族構成 核家族、三世帯同居等の把握

★問５ 世帯人数 生活困窮に関する実態把握のために必要な設問

問６ 回答者（お子さんとの関係）

問７ 回答者の配偶関係

問８ 子育てを主に行っている人

★問９ 子育てについて相談できる人・場所の有無 相談体制等の検討のための情報として（就学前問10と同様設問）

★問10 子育てに関して悩んでいること、気になること 相談体制等の検討のための情報として

２　保護者の就労状況

★問11 保護者の就労状況
ニーズ量推計のため、母親・父親の就労状況・就労意向から、保育の
必要性についての情報を得るため

★問12 世帯全員の収入 生活実態の把握、貧困指数の１要因

３　地域の子育て支援事業の利用状況

★問13 地域子育て支援事業の認知状況・利用状況・今後の利用意向
地域子育て支援事業の利用実態と利用意向を把握するため（前回の問
９）新規事業を追加

４　病気の際の対応

問14 病気やケガの経験の有無

問14－１ 病気やケガをした際の対処方法・日数

問14－２ 親が仕事を休んで子どもを看た際の、病児・病後児保育の利用意向の有無・日数

問14－３ 病児・病後児保育を利用したいと思わなかった理由

問14－４ 親が仕事を休んで子どもを看なかった際の、仕事を休む意向の有無・日数、休めなかった理由

問14－４ 病児・病後児保育を小学校高学年でも利用できるとした場合、何年生まで利用したいか

５　不定期の一時預かり等の利用

問15 私用等の目的で不定期に利用した事業、利用日数

問16 利用していない理由

問17 私用等の目的による不定期な事業利用の意向、利用希望日数

問18 私用等の目的による子どもの預け等の経験、日数

６　小学校の放課後の過ごし方

問19 小学校低学年における放課後の過ごさせ方の状況、希望日数等

問20 小学校高学年における放課後の過ごさせ方の状況、希望日数等

問21 平日の「学童クラブ」「プレディ」の利用希望、利用希望時間帯

問22 土曜日／長期休暇の「学童クラブ」「プレディ」の利用希望、利用希望時間帯

問23 「学童クラブ」を利用したい理由

問24 「プレディ」を利用したい理由

７　子育てに関する意識について

★問25 子育てをしていて感じること 子育てに関する意識

★問26 子育て情報の入手先

★問27 子育てに関する欲しい情報

★問28 近所や地域の人との付き合いの程度

★問29 地域の行事や組織の参加状況

★問30 子育てしやすいまちか

★問31 以前に比べて環境は良くなったか

★問32 家計の逼迫状況 生活困窮に関する実態把握

問33 子育て施策に関する意見（自由記述）

行政に対する満足度

子育ての実態：情報の把握状況
設問を追加

地域社会との関わりの実態把握
選択肢を「1,2」の表記から、「はい　いいえ」に変更

放課後児童クラブについて、今後の利用意向等を把握するため

「学童クラブ」「プレディ」の希望日数と時間の設問を区別

選択肢を変更

選択肢を変更

一時預かり等の利用実態・意向を把握するため
選択肢のレイアウトを変更

選択肢のレイアウトを変更

選択肢を「1,2,3」の表記から、「はい　いいえ」に変更

病児・病後児保育事業についての利用実態・意向等を把握するため

カテゴリーごとに見出しをつけた。8,17について明確な選択肢に修正

一覧表から選択する形式にし、設問数を減らすとともに答えやすい設問に修正

量の推計等に使用しないため「末子の生年月」を削除

設　問　項　目 前回からの修正点


